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市
政
の
動
き
9
月
市
議
会
定
例
会

一
般
会
計
に

三
億
五
百
八
十
七
万
円
を
追
加
グ

9
月
市
議
会
定
例
会
は
、

8
日
招
集
さ
れ
、
旧
日
終
了
し
ま
し
た
。
会

期
中
に
提
出
さ
れ
た
同
議
案
の
う
ち
、
日
年
度
水
道
事
業
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し、

継
続
審
議
と
し
た
ほ
か
、
原
案

通
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

マ
回
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
三
億
五
百

八
十
七
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
百
二
億
六
千
八
百
四
十
万

五
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内

容
は
、衛
生
費
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

を
受
け
た
老
人
保
健
臨
時
財
政
調
整
事

業
と
し
て
五
百
万
円
を
計

ι

商
工
費
で
は
、
企
業
立
地
推
進
に
伴

う
事
業
費
と
し
て
一
億
一
千
四
百
六
十

三
万
円
を
計

ι

土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
費
五
百
五

十
万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
五
千

六
百
万
円
、
河
川
修
繕
工
事
費
と

し
て
二
千
万
円
を
追
加
計

ι

都
市
計
画
費
で
は
、
事
業
認
承

減
が
見
込
ま
れ
る
運
動
公
園
築
造

事
業
費
に
つ
い
て
一
千
万
円
を
減

額
。教
育
費
で
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
設
備
更
新
工
事

費
と
し
て
一
千
万
円
を
計

ι

災
害
復
旧
費
で
は
、
農
林
施
設

災
害
復
旧
費
七
百
十
五
万
六
千
円

水
産
施
設
災
害
復
旧
費
二
千
三
百

五
十
八
万
三
千
円
、
土
木
災
害
復

旧
費
と
し
て
二
千
百
十
五
万
円
を

追
加
計

ι

マ
印
章
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

マ
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

マ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

マ
大
字
・
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

に
つ
い
て

マ
回
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

マ
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
妊
産
婦
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
父
子
家
庭
児
童
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
乳
児
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
同
意
案
件

魚
津
市
宮
津
一

、五
二
一
番
地

田
代
昭
夫
氏

魚
津
市
緑
町
二
番
二
ハ
号

早
川
元
彦
氏
を
魚
津
市
教
育
委
員
任

命
に
同
意

マ
決
算
特
別
委
員
会
委
員

(
敬
称
略
)

(
。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

。
{
呂
田
只
夫

O
沢
崎
尚
武
古
金
広

経
沢
稔
高
島
義
信
竹
内
進
本

田
正
一

一
-
-
R
-
B
E
E沼
畑
冨
隠

aE綱
領
網
圃
割
引

S-zgaa

日
月
9
日
働
f

}

ロ
日
明

魚

津

市

農

協

会

館

×
制

m
)
以
上
額
装
と
し
、
掛

軸
は
除
き
ま
す
。

③
書
は
額
、
ま
た
は
わ
く
張
り
、

刊
号
以
上
l
m
×
2
m
以
内
ま

で
と
し
、
縦

・
横
自
由
と
し
ま

す
。
(
た
だ
し
、
て
ん
刻
に
つ
い

て
は
制
限
な
し
と
し
ま
す
。
)

③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
と
し

ま
す
。

④
写
真
は
カ
ラ
l
・
白
黒
と
も
半

折
以
上
と
し
、
組
写
真
は
四
ツ

切
り
以
上
と
し
ま
す
。

⑤
出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
(
た
だ
し
教
育
部
門

は
除
き
ま
す
。
)

@
申
込
み

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
日
月
2

日
幽
正
午
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

。

搬

入

出
品
作
品
は
出
品
票
一を
は
り
、
日

月
8
日
幽
午
前
日
時
1
午
後
1
時

ま
で
に
魚
津
市
農
協
会
館
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

。

搬

出

口
月
ロ
日
間
午
後
5
時
1
7時
ま
で

に
会
場
よ
り
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員

会

(
宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
8
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第

M
固

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る
、
第

μ
回
魚

津
市
美
術
展
覧
会
を
日
月
9
日
1
U

日
ま
で
の
4
日
間
、
魚
津
市
農
協
会

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
出
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

。

部

門

一
般
の
部

第
一
部
絵
画
(
日
本
画

・洋
画
)

第

二

部

書

第
三
部
彫
刻

第
四
部
工
芸

第
五
部
写
真

第
六
部
華
道

教
育
の
部
(
小

・
中
学
生
)

図
書

・
書

・
工
作

。

規

格

①
日
本
画
、
洋
画
は
叩
号

(
日
開

(2) 
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県
政
の
行
方
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
か
ら
、

棄
権
し
な
い
で
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

。

告

示

日

叩

月

8
日
制

。
選
挙
の
期
日
叩
月
お
日
側

。

投

票

時

間

午

前

7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で

G O)l;tJ~l*.J~・
市政の動き...........................2

魚津市美術展.....................・・・ノノ

富山県知事選挙・....................3

労災病院新館完成........

農業祭 ・みんなの生活展………4
全国防犯運動・....................・・・5

医療費助成制度のあしらせ・・・・・・6
あなたの国保・.......................7

みんなのスポーツ...........・・・・・・・8
あな疋と図書館.....................9

保険だより............・・・・・・・・・10"'-'12

商工業者の皆さんへ...⑦.......・・13

あしらせ.....................・・・14"'-'15

力メラレポ・....................・・・・・・16

-・ノノ

。
不
在
者
投
票

旅
行
や
会
社
の
出
張
な
ど
で
、
ど
う

し
て
も
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
人
は
、
日
月

8
日
か
ら
叩
月
幻
日
ま
で
に
、
印
か
ん

を
ご
持
参
の
う
え
市
役
所
二
階
第
3
会

議
室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
時
間
は
毎

日
(
日
曜

・
祭
日
含
む
)
午
前
8
時
却

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
に
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
の
人
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人
の
み
で
あ
り
ま
す

の
で
早
め
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
又
は

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

。
選
挙
公
報
、
投
票
所
入
場
券

選
挙
公
報
、
投
票
所
入
場
券
は
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
へ
お
配
り
い

た
し
ま
す
が
、
も
し
投
票
日
の
間
近
に

な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
市
役
所
選

挙
管
理
委
員
会
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
市

役
所
選
挙
管
理
委
員
会

合
②
2
2
0
0
内
線
2
0
9
へ

地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
富
山
労
災
病
院
で
は
、
計
年
度
か
ら
五
カ

年
計
画
(
総
工
費
約
的
億
円
)
で
増
改
築
工
事
を
施
行
中
で
あ
る
。
今
般
そ
の

新
館
棟
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
)
が
9
月
末
を
も
っ
て
完
成
し
た
。

新
館
に
は
旧
本
館
か
ら
中
央
診
療
部
及
び
全
病
棟
(
二

O
O床
)
、
給
食
部
門

な
ど
が
移
り
、
最
新
鋭
の
機
器
設
備
が
整
備
さ
れ
、

叩
月
日
日
か
ら
新
機
能
が

働
き
始
め
、
更
に
高
度
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

新
館
は
全
館
冷
暖
房
空
調
で
、
中
央

手
術
部
に
は
無
菌
手
術
室
を
は
じ
め
、

放
射
線
手
術
室
等
六
手
術
室
が
整
備
さ

れ
た
。
放
射
線
部
で
は
、
脳
腫
蕩
や
全

身
の
動
静
脈
障
害
の
早
期
発
見
の
た
め

の
ス
テ
レ
オ
あ
る
い
は
二
方
向
血
管
造

影
撮
影
装
置
や
金
沢
大
学
で
研
究
開
発

さ
れ
た
全
脊
椎
に
亘
り
二
方
向
同
時
に

透
視
造
影
可
能
の

X
線
T
V
装
置
も
増

設
さ
れ
た
。

検
査
部
で
は
、
新
型
の
生
化
学
自
動

分
析
装
置
が
増
強
さ
れ
た
。

な
お
明
年
に
は
癌
治
療
の
た
め
電
子

線
あ
る
い
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
が
可

能
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
装
置
が
設
置
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

病
棟
は
、
昇
降
型
特
殊
浴
槽
や
T
V

モ
ニ
タ
ー
設
備
を
備
え
、
照
明
に
も
工

夫
を
こ
ら
し
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
面
の
配

慮
を
加
え
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
給

食
施
設
・
設
備
も
全
て
一
新
さ
れ
た
。

今
後
は
臼
年
春
ま
で
に
旧
本
館
の

全
面
改
修
を
行
い
、
小
児
科
、
形
成

外
科
、
皮
ふ
科
、
麻
酔
科
、
を
加
え
た

日
科
三

O
O床
の
総
合
的
病
院
に
生

れ
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

救
急
患
者
治
療
一
時
休

止
の
お
断
り
に
つ
い
て

新
館
棟
の
完
成
に
よ
り
叩
月
初
旬

か
ら
叩
月
下
旬
に
か
け
て
診
療
部
門

の
移
転
が
行
わ
れ
る
た
め
、
特
に
手

術
室
、
病
棟
の
移
転
が
集
中
す
る
叩

月
日
日
附
か
ら
凶
日
間
ま
で
の
四
日

間
は
急
患
受
入
れ
が
き
わ
め
て
困
難

と
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
何
九
十
ご
諒
承
下
さ
る
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

(3) 
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魚
津
市
農
業
祭
は
、

農
業
協
同
組
合
等
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
農
林
産

物
品
評
会
、
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
、
食
肉
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
行

事
を
盛
り
こ
ん
で
魚
津
市
農
協
会
館
で
催
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
楽
し
く
豊
か
な
消

費
生
活
を
目
指
す
み
な
さ
ん
の
生
活
展
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

0

一
般
参
観
と
即
売
会

日
月
3
日

ω午
前
日
時
1
午
後
5
時

日
月
4
日
間
午
前
8
時
ぬ
分
l

午
後
5
時

O
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
農
林
産
物
品
評
会
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
4
階
ホ
ー
ル

.
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
農
協
会
館
3
階

.
米
に
関
す
る
児
童
画
展

・
優
良
米

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
販
売

-
食
肉
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー

・
米
を
原
料
に
し
た
製
品
コ
ー
ナ
ー

.
婦
人
団
体
に
よ
る
食
堂
開
設

O
品
評
会
出
品
物
の
搬
入
受
付

日
月
2
日
幽
午
後
1
時
j
午
後
3
時

農
協
会
館
4
階
大
ホ
ー
ル

O
売
約
晶
引
渡
し

日
月
5
日
間
午
前
8
時
初
分
1

午
前
日
時

O
受
賞
者
表
彰
式

日
月
5
日
間
午
前
日
時
l

農
協
会
館
3
階
会
議
室

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
を
行
う
場

合
、
魚
津
市

(農
業
委
員
会
)
が
農
家

の
申
し
出
に
よ
っ
て
、
権
利
の
設
定
、

移
転
計
画
を
ま
と
め
た

「農
用
地
利
用

増
進
計
画
」
を
作
成
し
、
農
業
委
員
会

の
決
定
を
経
て
公
告
す
る
方
法
が
あ
り
、

こ
れ
を
「
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
」

と
い
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
農
地
の
貸
し
借
り

を
し
た
場
合
は
、
農
地
法
の
許
可
手
続

き
は
い
り
ま
せ
ん
し
、
約
束
の
期
限
が
く

れ
ば
、
離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確

実
に
返
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心
で
す
。

ま
た
、
農
地
流
動
化
奨
励
金
や
融
資
、

税
金
等
の
特
例

・
特
典
も
数
多
く
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
農
地
流
動
化
に
誘
導
す
る

た
め
、

⑦

中
核
農
家

へ
の
農
地
集
積

③

面
的
集
積
に
結
び
つ
く
よ
う
な
貸
付
け

@
6
年
以
上
の
長
期
的
な
貸
付
け

の
3
点
の
基
本
方
向
に
沿

っ
て
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
市
長
、
又

は
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
。

-
面
的
集
積
の
要
件

貸
借
権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
中
核
的
担
い
手
の
耕
作
す
る
ほ
場
が
、

お
お
む
ね

ωア
l
ル
以
上
の
団
地
と
な

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

で
す
か
ら
、
中
核
的
担
い
手
が
従
来
か

ら
耕
作
し
て
い
る
ほ
場
を
含
め
て
、
お
お

む
ね

ωア
l
ル
以
上
の
団
地
に
な
る
貸
借

権
の
設
定
の
場
合
で
も
よ
い
わ
け
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
。

宮
②

2
2
0
0
内
線

m

o
農
地
流
動
化
奨
励
金
一
覧
表

(4) 

な
お
、
出
品
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ

と
は
、
市
農
政
課
(
内
線

2
8
5
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
中
核
的
担
い
手
等
の

基
準

①
魚
津
市
が
定
め
る
農

用
地
利
用
増
進
事
業

実
施
方
針
の
中
で
定

め
た
利
用
権
の
設
定

等
を
受
け
る
人
が
備

え
る
べ
き
要
件
を
満

た
す
農
家
、
又
は
農

業
生
産
法
人
で
、
そ

の
農
業
経
営
に
お
け

る
当
該
農
用
地
等
の

権
利
取
得
後
の
経
営

面
積
が
中
核
的
担
い

手
の
経
営
規
模
の
基

準
を
超
え
る
人
。

②
近
い
将
来
①
に
該
当

す
る
と
市
長
、
又
は

農
業
委
員
会
が
認
め

た
者
。

③

そ
の
他
、
地
域
の
農

用
地
等
の
集
団
化
と

有
効
利
用
を
図
る
た

旭減農業集団や集落座踏会lこよる話i，k合い-----------
前期対 策 後期対 策 備 考

新規 再設定 新規 再設定 (要 件)

指 定の時期 54-57年度 59-62年度

実 施 期 問 指定後 5 年間 後月期l対日策かはら適59年用4 

農 it色 10，000円 一 円 8，000円 一 円

3年以上 (面的集積要件

採草放牧地 2，000 1，600 を;満たすものに
奨 6年未満 限る)

期間借地 5，000 4，000 

励 6年以上
豊島 地 20，000 20，000 20，000 16，000 

採草放牧地 4，000 4，000 4，000 3，200 (再設定の場合
金 10年未満 期間借地 10，000 10，000 8，000 8，000 面的集積要件を

• 地 30，000 30，000 30，000 24，000 満たすものに限
額

る)10年以上 採草放牧地 6，000 6，000 6，000 4，800 

期間借地 15，000 15，000 12，000 12，000 

受け手要件 中核農家の基準(経定営基面準積以上がー等)
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学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
ろ
う

家
庭
内
暴
力
や
校
内
暴
力
、
果
て
は
一
般
の
人
に
ま
で
暴
力
を
振
る
う
|

|

最
近
、
虫
子
生
の
暴
力
行
為
が
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
を
、
こ
う
し
た
暴
力
行
為
に
走
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
地
域

活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育
て
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

係
の
行
事
に
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
が
進
ん
で
参
加
し
、
先
生
や
児
童

・

生
徒
と
の
交
流
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
親
と
子
供
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

走
る
親
子
リ
レ

l
、
綱
引
き
、
親
子
二

人
三
脚
な
ど
手
軽
に
で
き
る
競
技
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
生
と
親
と
児
童
、

生
徒
が
一
定
の
ル

l
ル
の
も
と
に
勝
敗

を
競
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
く
こ
と

に
よ
っ
て
心
が
一
つ
に
溶
け
合
う
ー
ー

そ
れ
は
連
帯
感
穿
」
育
て
、
自
然
な
形
で

話
し
合
い
の
場
が
で
き
る
な
ど
、
子
供

た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
上
で
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
生
と
生
徒
・
父
兄
の

交
流
の
場
を
持
と
う

「
生
活
指
導
に
つ
い
て
の
教
職
員
の

意
識
調
査
」
(
大
阪
府
小
・
中
学
校
生

活
指
導
研
究
協
議
会
昭
和
五
十
六
年
調

査
)
に
よ
る
と
、
と
り
わ
け
若
い
先
生

の
間
に
社
会
活
動
に
対
す
る
関
心
の
低

さ
、
消
極
的
な
態
度
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

両
親
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
先

生
を
地
域
活
動
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

稽
極
的
に
招
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す。
一
方
、
運
動
会
な
ど
学
校
の
体
育
関

ク
ラ
ブ
活
動
や

同
好
会
を
通
し
て

地
域
活
動
に
参
加
を

学
校
教
育
の
中
に
は
、
子
供
の
地
域

活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
わ
き
立
た
せ
た

り
、
あ
る
い
は
子
供
を
地
域
社
会
に
ス

ム
ー
ズ
に
溶
け
込
ま
せ
る
H

促
進
剤
。

と
も
な
る
活
動
が

ωろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
や
同
好
会
の
活
動
が
、
そ

の
典
型
的
な
例
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
郷
土
史
研
究
会
な
ど
の
場
合

は
、
自
然
に
地
域
社
会
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
っ
た

地
域
活
動
へ
の
、
。
最
短
距
離
。
に
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
学
校
で
の
活
動
を
通
し

て
、
子
供
の
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
意
欲
を
育
て
る
た
め
に
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の

点
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

V
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
計
画
し
、

自
分
た
ち
で
実
行
で
き
る
よ
う
に
、

。
舞
台
づ
く
り
。
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

V
楽
し
い
集
団
生
活
を
送
る
た
め
に
、

規
律
の
重
要
さ
を
認
識
さ
せ
ま
し
ょ

、っ
V
心
と
心
の
触
れ
合
い
や
感
動
の
場
面

を
体
験
さ
せ
ま
し
ょ
う

V
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、

努
力
な
く
し
て
成
功
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
実
感
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ危
険
物
取
扱
者
試
験

一

ω試
験
種
別
甲
種
・
乙
種
全
類
一

…

ω試
験

日

日

月

中

旬

一

一
ω試
験
会
場
富
山
大
学
整
査
部
一

経
済
学
部

…

ω願
書
受
付
叩
月
1
日
i
m
月
一

日
日

な
お
詳
し
い
こ
と
は
魚
津
市
消

一
防
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
一

一
さ
い
。

告
@
0
2
9
5
予
防
係
ま
で
。
…

魚津商工会議所青年部会

創立10周年

記念式典・記念講演

11月7日。同

魚津平安閑

・式典午後4時30分-5時30分

・講演午後5時50分-7時20分

講演は一般開放で入場無料です。

国旗掲揚塔建柱

松下電子工業株式会社

常任監査役佐伯康志先生

(元・松下電器産業株式会社専務取締役)

『松下電器の過去のあゆみと将来の方向』

魚津商工会議所・魚津市

確かな行動

若い力を次なる時代へ

確かな目アーマ

日

場

程

記念事業

講師

題

援

演

後

期

会

日

廃
棄
物
の
再
利
用
、
再
資
源
化
の

た
め
、
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
金
物

類
、
ビ
ン
類
を
各
町
内
ご
と
に
分
別

し
て
集
積
し
て
も
ら
い
、
市
の
委
託

業
者
(
偏
角
法
清
掃
公
社
)
が
再
利

用
資
源
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

そ
の
処
分
金
は
市
の
収
入
と
し
て
、

環
境
整
備
費
の
一
部
や
地
域
保
健
活

動
費
に
組
み
込
ま
れ
て
、
皆
さ
ん
に

還
元
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
相
当
の
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
が
、
市
の
委
託
業
者
以
外
の
難

者
の
不
法
持
ち
去
り
が
最
近
ひ
ん
ぽ

ん
と
な
り
通
報
、
苦
情
等
が
相
つ
い

空き缶散乱防止
統一美化マーク

で
お
り
ま
す
の
で
関
係
当
局
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
資
源
ゴ
ミ
は
市

民
全
体
の
財
産
で
す
。
皆
ん
な
で
厳

重
に
監
視
し
、
不
法
収
集
業
者
を
見

う
け
た
ら
市
役
所
生
活
環
境
課

(宮
②
2
2
0
0
内
線
2
3
3
)
ま

で
通
報
く
だ
さ
い
。

(5) 
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知
で
す
か
庁

次
の
よ
う
な
方
に
つ
い
て

医
療
費
の
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
(
な

お
、
い
ず
れ
の
制
度
も
、
国

民
健
康
保
険
や
各
社
会
保
険

の
被
保
険
者
、
ま
た
は
被
扶

養
者
と
し
て
加
入
し
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
。)

老
人
医
療
費
助
成

(
老
人
保
健
法
)

対
象
者

・
初
歳
以
上
全
員

・
日
歳
j
ω
歳
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の

1
級
j

3
級
及
び
4

級
の
一
部
所
持
者

②
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
等
の
1
級
i
2
級

の
障
害
年
金
受
給
者

③
療
育
手
帳
A
所
持
者

④
前
記
と
同
程
度
以
上

と
診
断
さ
れ
た
方

助
成
範
囲

医
療
費
全
額
(
但
し
、

.
入
院
j

l
日
三
O
O円

(
2
か
月
限
度
)

.
通
院
1
1
か
月

四
O
O円

の
一
部
負
担
が
あ
り

ま
す
。)

重
度
心
身
障
害
者
等

医
療
費
助
成

対
象
者

・
1
歳
i
臼
歳
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
、
2
級

所
持
者

②
療
賓
手
帳
A
所
持
者

(
但
し
、

1
歳

i
m歳
の
方
に

つ
い
て
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

が一、

O
Q
U万
円
以
下
と
い
う

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。)

-
臼
歳
l
ω
歳
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

②
療
育
手
帳
所
持
者

③
3
か
月
以
上
の
ね
た
き
り
と
認

定
さ
れ
た
方

助
成
範
囲

本
人
負
担
分
の
医
療
費
全
額

(
但
し
、
日
歳
l
ω
歳
の
方
に

つ
い
て
は

-
入
院
i
1
日
三
O
O円

(
2
か
月
限
度
)

・
通
院
i
1
か
月
四
O
O円

の
一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。)

母
子
家
庭
医
療
費
助
成

対
象
者

四
歳
未
満
の
児
童
と
そ
の
母

《
母
子
家
庭
と
は
》

①
夫
が
死
亡
、
ま
た
は
離
婚
し
た

母
子
世
帯

②
夫
が
1
年
以
上
行
方
不
明
の
母

子
世
帯

③
夫
が
身
体
の
障
害
等
に
よ
り
、

長
期
に
わ
た
り
働
け
な
い
世
帯

な
お
、
婚
姻
届
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
方
は
除

か
れ
ま
す
。

助
成
範
囲

母
子
共
本
人
負
担
分
の
医
療
費
全
額

父
子
家
庭
医
療
費
助
成

対
象
者

父
子
家
庭
の
児
歳
未
満
の
児
童

《
父
子
家
庭
と
は
》

①
妻
が
死
亡
、
ま
た
は
離
婚
し
た

父
子
世
帯

②
妻
が
l
年
以
上
行
方
不
明
の
父

子
世
帯

③
妻
が
重
度
身
体
障
害
者
の
世
帯

助
成
範
囲

子
供
の
医
療
費
全
額

乳
児
医
療
費
助
成

対
象
者

1
歳
未
満
の
乳
児
全
員

助
成
範
囲

乳
児
の
医
療
費
全
額

妊
産
婦
医
療
費
助
成

対
象
者

妊
産
婦
で
妊
娠
中
毒
症
、
ま
た
は
糖

尿
病
の
方

有
効
期
間

出
産
し
た
日
の
翌
月
末
日
ま
で

助
成
範
囲

本
人
負
担
分
の
医
療
費
全
額

以
上
の
よ
う
な
医
療
費
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
く
わ
し
く
は
社
会
福
祉

課
医
療
給
付
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮
②

2
2
0
0

内
線

2
2
3

。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
国
の
制
度
や

県
の
制
度
で
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
関
係
機
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
本
人
に
も

医
療
費
助
成

(6) 

ヘ重
度
心
身
障
害
者
J

/
母
子
世
帯

、

保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
日
月
1

日
か
ら
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
本
人

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
一
割

の
医
療
費
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
重
度
心
身
障

害
者
、
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
対
象
外
と
し
て
お
り
ま
し
た

会
社
等
に
つ
と
め
て
い
る
本
人
に
も
一

割
の
本
人
負
担
分
の
助
成
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
は
社

会
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
加
入
し
て
い
る
保
険
証

・
ハ
ン
コ
(
認
印
)

保
険
証
の
変
更
の
場
合
は

至
急
、
手
続
き
を

各
医
療
費
助
成
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
で
、
保
険
証
の
変
更
(
保
険
者

・
記

号

・
番
号
)
や
住
所
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
変
更
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
各
医
療
費
助
成
制
度

は
国
民
健
康
保
険
や
各
社
会
保
険
等
の

保
険
加
入
者
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
変
更
手
続
き
を

さ
れ
な
い
と
医
療
費
全
額
が
本
人
負
担

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
聞
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
っ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
何
歳
か
ら
の
健
康
管
理
、
一
口
医
学
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
歳
か
ら
の
健
康
管
理

自
分
で
で
き
る

セ
ル
フ
・
チ
ェ
ッ
ク

【
食
欲
不
振
に
注
意
】

な
ぜ
食
欲
が
な
く
な
る
の
か

O
胃
に
漬
蕩
が
で
き
た
場
合

胃
や
十
二
指
腸
の
粘
膜
に
傷
が
で
き

る
と
、
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
出
血
し
た

り
、
激
し
く
痛
み
ま
す
。
こ
れ
が
胃
潰

蕩
や
十
二
指
腸
潰
蕩
と
呼
ば
れ
て
い
る

病
気
で
す
。
症
状
は
腹
部
が
痛
み
食
欲

鍾霊事
。。

が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
十

二
指
腸
漬
蕩
な
ど
は
逆
に
食
事
を
と
る

と
痛
み
が
治
っ
た
り
し
ま
す
可

。
胃
が
ん
の
進
行
に
よ
る
場
合

胃
が
ん
も
進
行
し
て
く
る
と
食
欲
が

な
く
、
そ
の
た
め
に
体
重
が
し
だ
い
に

減
っ
て
き
ま
す
が
、
初
期
に
は
食
欲
に

変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

。
肝
臓
に
異
常
が
あ
る
場
合

ふ
つ
う
、
わ
た
し
た
ち
は
食
欲
が
な

く
な
る
と
す
ぐ
胃
の
病
気
を
考
え
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
熱
が
あ
る
と
き
や
肝

臓
に
異
常
が
お
こ
り
は
じ
め
た
と
き
に

も
ひ
ど
く
食
欲
が
落
ち
ま
す
。

。
長
い
あ
い
だ
の
食
欲
不
振
は
要
注
意

す
い
臓
の
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
長
い
あ
い

だ
食
欲
低
下
が
続
い
て
か
ら
だ
は
や
せ

て
い
る
の
に
、
胃
腸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
で
は
な
ん
と
も
な
い
と
い
う
場
合
に

は
、
す
い
臓
が
ん
を
疑
う
べ
き
で
す
。

O
妊
娠
中
の
胃
の
異
常

女
性
で
は
、
妊
娠
す
る
と
ま
も
な
く

月
経
が
と
ま
り
、
食
欲
が
な
く
な
り
、

む
か
つ
く
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
と
き
は
胃
の
病
気
だ
と
思

、-Ef-E
・g
・---一
--z・・・2
F--zzf
zEF--z-ZE--
-
3
5
・

…
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

…

…
9
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

…

~
叩
月
1
日
か
ら
、
新
た
に
退
職
者
医

~

い
療
制
度
が
で
き
、
こ
の
制
度
の
対
象

…

川
者
は
病
院
な
ど
で
支
払
う
自
己
負
担
山

川
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

今
一
度
9
月
号
を
見
て
い
た
だ
い

川

い
て
こ
の
制
度
に
該
当
さ
れ
る
と
思
わ

〉

川
れ
る
方
で
ま
だ
届
出
書
を
提
出
し
て

門

川
い
な
い
方
は
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
一

川
さ
い

。

川

っ
て
薬
を
飲
ん
で
も
、
い
っ
こ
う
に
よ

く
な
り
ま
せ
ん
。
産
科
医
に
相
談
す
べ

き
で
し
ょ
う
。

。
心
に
悩
み
が
お
こ
っ
た
と
き

ま
た
、
暑
さ
の
た
め
に
食
欲
が
落
ち

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
入
試

が
心
配
で
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
夫

婦
聞
の
ト
ラ
ブ
ル
、
職
場
の
悩
み
な
ど

で
も
食
欲
は
減
退
し
ま
す
。

【
睡
眠
】

@
熟
睡
で
き
な
い
、
寝
つ
き
が
悪
い

夜
も
の
を
食
べ
て
す
ぐ
寝
る
と
、
胃

の
消
化
が
悪
く
、
胃
が
も
た
れ
て
熟
睡

で
き
な
い
も
の
で
す
。

家
庭
や
会
社
で
心
配
ご
と
が
あ
る
と

当
然
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
は
、
運
動
を
し
た
り
入
浴
し
て

か
ら
床
に
つ
く
こ
と
を
す
す
め
ま
す
。

寝
つ
き
が
悪
い
、
朝
早
く
目
が
さ
め

る
と
い
う
の
は
老
人
の
特
色
で
、
心
配

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
時
間

は
ひ
る
寝
で
補
え
ば
い
い
の
で
す
。

た
だ
、
老
人
で
は
足
が
冷
え
て
眠
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
寒
い
季

節
に
は
足
も
と
に
湯
タ
ン
ポ
を
入
れ
た

り
、
寝
る
前
に
足
を
湯
に
つ
け
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。

。
精
神
面
に
問
題
が
あ
る
と
き

う
つ
病
の
初
期
に
は
、
よ
く
睡
眠
障

害
を
訴
え
ま
す
。
眠
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ
、
仕
事
を
し
た

り
人
と
交
際
し
た
り
す
る
の
が
お
っ
く

う
に
な
っ
て
、
家
の
中
に
こ
も
り
が
ち

に
な
り
ま
す
。
早
め
に
精
神
科
ま
た
は

内
科
の
医
師
に
相
談
す
べ
き
で
す
。
く

す
り
の
開
発
で
、
う
つ
病
は
劇
的
に
治

る
ケ
i
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
人
は

医
師
の
と
こ
ろ
へ
行
き
た
が
ら
な
い
で

し
ょ
う
が
、
家
族
が
説
得
し
て
連
れ
て

行
く
の
が
本
人
の
た
め
で
す
。

。
老
人
特
有
の
病
気
の
場
合

老
人
で
は
前
立
腺
が
肥
大
し
、
夜
間

一
口
医
学

胸
や
け
に
重
曹
は

み
ぞ
お
ち
の
あ
た
り
か
ら
胸
の
奥
に

か
け
て
や
け
る
よ
う
な
、
む
か
む
か
す

る
よ
う
な
感
じ
が
胸
や
け
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
や
お
も
ち
を
食
べ
す
ぎ

た
と
き
な
ど
、
よ
く
胸
や
け
を
お
こ
し

ま
す
が
、
こ
れ
が
長
く
続
く
の
は
胃
酸

過
多
の
こ
と
が
多
い
。
胸
や
け
が
し
、

と
き
に
は
す
っ
ぱ
い
水
が
逆
流
し
、
胃

部
の
痛
み
も
あ
り
、
不
快
な
も
の
で
す
。

こ
ん
な
と
き
、
昔
は
よ
く
重
曹
を
飲

ん
だ
も
の
で
す
。
今
な
ら
胃
散
で
し
ょ

に
何
度
も
尿
意
が
お
き
る
た
め
目
が
さ

め
、
し
か
も
一
回
の
尿
量
は
少
な
く
、

時
間
を
か
け
な
い
と
出
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
睡
眠
障
害
は
睡

眠
薬
を
飲
ん
で
も
解
決
し
ま
せ
ん
。
泌

尿
科
医
に
相
談
す
べ
き
で
す
。

(
睡
眠
薬
と
精
神
安
定
剤
)

寝
つ
き
の
悪
い
人
は
、
医
師
の
処
方

で
軽
い
睡
眠
薬
を
飲
む
の
も
い
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
勝
手
に
量
を
増
や
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

睡
眠
薬
で
な
く
と
も
、
精
神
安
定
剤

で
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
場
合
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
少
量
飲
む
と
眠
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

し
か
し
睡
眠
薬
と
精
神
安
定
剤
は
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
違
い
ま
す
。
本
当
に

不
服
で
あ
れ
ば
医
師
の
指
示
を
守
っ
て

服
用
す
べ
き
で
す
。

う
か
。
胃
散
に
も
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
い
わ
ゆ
る
重
曹
が
入
っ
て
い
ま
す
。

胃
酸
過
多
の
と
き
に
は
、
制
酸
剤
と
し

て
の
重
曹
が
効
果
が
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
胸
や
け
は
胃
酸
過
多

だ
け
で
な
く
、
逆
に
胃
酸
の
少
な
く
な

る
低
酸
症
で
も
お
こ
り
ま
す
。
ま
た
重

曹
に
は
副
作
用
も
あ
り
、
高
血
圧
の
人

に
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

胸
や
け
を
お
こ
す
病
気
は
、
胃
炎
を

は
じ
め
と
し
て
、
胃
、
十
二
指
腸
カ
イ

ヲ
ウ
、
胆
石
症
、
胃
ガ
ン
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
重
曹
で
ご
ま
か
し
て
い

る
の
は
危
険
で
す
。
制
酸
剤
の
種
類
は

多
く
作
用
も
強
い
の
で
、
必
ず
医
師
の

指
導
を
受
け
て
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

(7) 
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み
ん
砲
の

哀.漏

E
V

[:調:験建設l~
妻家学
ft庭生
干婦中
ィ、入学
..0、生
~ 

日
月
日
日
日

午
前
9
時
開
始

市
総
合
体
育
館
(
大
体
育
室
)

①
小
学
生
3
年
以
下
の
部

②
小
学
生
4
年
の
部

③
小
学
生
5
年
の
部

④
小
学
生
6
年
の
部

⑤
中
学
生
1
年
の
部

⑥
中
学
生
2
年
・
3
年
の
部

※
①
i
⑥
は
各
男
子

・
女

子
の
部
有
り

⑦
家
庭
婦
人
の
部

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
に
限
る

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
種

目

マ
参
加
料
無
料

マ
申
込
み
方
法
印
月
初
日
出
ま
で
に

市
車
球
協
会
黒
田
理
事
長

(宮
②
3
2
3
6
)
ま
た
は

小
松
事
務
局
長
(
宮
@
2

3
4
0
)
ま
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
体
育
の
日
記
念
〉

市
営
体
育
施
設
を
無
料
開
放
ノ
.

体
育
館
(
大
体
育
室
)
は

午
後
2
時
か
ら
の
開
放

に
な
り
ま
す
。

マ
開
放
施
設

・
総
合
体
育
館

・
室
内
温
水
プ
ー
ル

・
市
営
コ
ー
ト

・
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

.
市
野
球
場

市
民
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

叩
月
日
日
「
体
育
の
日
」
を
記
念
し
て
、

次
の
市
営
体
育
施
設
を
一
日
無
料
開

放
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

多
数
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
開
放
日
昭
和
問
年
目
月
刊
日
(
体

育
の
日
)
た
だ
し
、
総
合

始
め
て
の
試
み
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
昨
年
の
第

1
回
大
会
に
は
市

内
各
地
区
か
ら
多
数
の
参
加
を
得
、
館
内
割
れ
ん
ば
か
り
の
声
援
に
よ

り
大
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
第

2
回
大
会
を
次
の
実
施
要
項
に
よ
り
開
催
す
る
ニ
と

に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
各
地
区
か
ら
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
日
月
刊
日
(
体
育
の
日
)

午
前
9
時
か
ら

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館

マ

種

目

ω男
子
の
部

・
ラ
イ
ト
級
:
・刷
旬
以
下

.
ラ
イ
ト
ミ
ド
ル
級

・・捌
旬
以
下

.
ミ
ド
ル
級
:・
側
旬
以
上

ω女
子
の
部
・・
・
体
重
制
限

な
し

マ
競
技
方
法

・
-
チ
ー
ム
8
人
制
と
す

る。

(
8
人
の
合
計
体
重

に
よ
る
ク
ラ
ス
別
)

-
ル
ー
ル
は
富
山
県
綱
引

連
盟
の
ル
l
ル
を
採
用

す
る
。

各
地
区
対
抗
戦
と
し
各

ク
ラ
ス
ご
と
に
各
地
区

よ
り
1
チ
ー
ム
と
す
る
。

マ
参
加
対
象

地
区
住
民
運
動
会
花
ざ
か
り
ノ

H

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
今
年
も
地
区
住

民
運
動
会
が
叩
月
7
日
岡
市
内
日
地
区

一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
も
と
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
元
気
に
楽
し
い
一
日
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

叩
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
よ
み

28 21 14 の~ 10 7 6 5 
と

日 日 日 日休育 日 日 日・日
(日) (日) (日) )附 (日) (日)出 き

安U
ルボ|信北越

体市産者育大会

会大会う第9 

雄開官体E 市揖料
綱市体育〈
各

軟会式ニ大テス学新地新中川臣人

道 地 行
昇

大引きf記念? 
区

級

審判書習会籍パスケ卜ツ
魚津市走回 事

審
運

査 動 名

~スh ろ ~三h ~スh 

館 総A 体育ロ 館A体育肱ロ 館A体肱育n 
ウJろとh吉グラ図 施設営体育市 館韓A 体育ロ 校各学

ト市営 と
」ヲ

コ
ろ

日

月

の

歩

こ

う

会

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、

4
日
制
に
坪

野
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
発
8
時

ω分
の
パ
ス
で

行
き
、
坪
野
↓
六
百
峠
↓
坪
野
へ
と
深

ま
り
ゆ
く
秋
の
山
道
を
歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
加
分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈
畳
食
持
参
〉

第
幻
回
魚
津
市
青
年
議

会
本
議
会
開
催
さ
れ
る

こ
れ
は
去
る
6
月
払
日
魚
津
市
議

場
に
て
組
織
議
会
を
聞
き
、
各
委
員

会
の
構
成
、
及
び
市
長
よ
り
市
政
の

説
明
が
あ
り
、
学
習
期
間
の
た
め
会

期
を

m日
間
と
し
て
、
本
議
会
を
叩

月
幻
日
に
決
定
し
た
も
の
で
す
。

四
ヶ
月
間
の
研
修
の
成
果
が
発
表
さ

れ
ま
す
。
一
般
の
方
の
傍
聴
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
日
時
叩
月
幻
日
日
午
後
2
時

一
、
場
所
魚
津
市
議
場

な
お
各
委
員
会
は
次
の
と
お
り

O
総
務
常
任
委
員

杉
田
幸
広
小
松
茂
子
吉
島
政
雄

溝
口
弘
美
関
口
政
孝
中
村
利
宏

O
文
教
厚
生
常
任
委
員

青
山
弘
樹
米
山
紅
子
岩
崎
義
成

慶
伊
靖
浩
湯
上
明
美
菅
野
恭
子

後
藤
嘉
隆

。
産
業
経
済
建
設
常
任
委
員

松
田
敏
浩
小
林
浩
一
今
井

黒

川

貴

代

慶

伊

勝

鹿
本
加
奈
子
林
賢
伸

(8) 
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読
書
は
新
し
い
発
見
の
旅
:
・
⑦

行f
燈f

針
霜き
夜ら
かき

な 2
去
路

日
月
幻
日
か
ら
、
日
月
9
日
ま
で
は

読
書
週
間
で
す
。
秋
の
夜
長
に
、
余
暇

を
み
つ
け
て
、
読
書
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
こ
に
、
新
し
い
本
の
中
か
ら
、
い

く
つ
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

-
映
画
館
(
こ
や
)
が
は
ね
て山

田

洋

次

め
ぐ
り
あ
っ
た
人
々
の
、
思
い
出
や

修
業
時
代
の
こ
と
、
そ
し
て
世
間
を
語

っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

-
焼
跡
の
ひ
ま
わ
り
中
原
淳
一
林

え

り

子

戦
後
1
年
、
焼
跡
に
鮮
烈
な
印
象
と

共
に
花
開
い
た
雑
誌
H

ソ
レ
イ
ユ
。
||。

戦
後
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
復
興
さ
せ
、
特
有
の
美
意
識
を
貫

い
た
淳
一
の
原
点
を
探
っ
た
本
。

-
ぽ
く
の
人
間
手
帖

森

本

毅

郎

男
が
や
さ
し
さ
を
感
じ
る
時
、
き
び

し
さ
を
思
う
時
、
人
生
を
見
つ
め
る
時

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

叩
月
の
お
し
ら
せ

日
日
伺
え
い
が
会

魔
法
の
天
使
ク
リ
ィ
ミ
|

マ
ミ4
じ
か
ら
4
じ
初
ぷ
ん

ま
で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴

覚
室
で
。

ー

l
。
放
送
人
と
し
て
初
年
、
人
と
の

出
逢
い
、
転
職
、
言
葉
な
ど
を
描
く
書

下
し
処
女
作
。

-
女
の
幕
ノ
内
弁
当

田

辺

聖

子

幕
ノ
内
弁
当
に
は
味
も
甘
辛
、
酸
っ

ぱ
い
の
、
し
ょ
っ
ぱ
い
の
と
様
々
で
す
。

浮
世
の
さ
ま
ざ
ま
を
つ
め
た
幕
ノ
内
弁

当
ふ
う
エ
ッ
セ
イ
を
、
じ
っ
く
り
と
御

味
読
く
だ
さ
い
。

-
片
翼
だ
け
の
天
使

生

島

治

郎

気
ま
ま
な
独
り
暮
し
の
小
説
家
越
路

と
、
韓
国
か
ら
や
っ
て
来
た
天
使
の
よ

う
な
女
リ
赤
城
。

2
つ
の
根
無
し
草
の

愛
と
葛
薬
を
描
く
長
編
小
説
。

寸

l
i
l
-
-
1
1
1
i
!
!
!

一
こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

T
E
し
⑫

2
4
0
2

ー

叩
月
の
行
事

|

〔ビ
l
ズ
遊
び
〕

5
日
幽

・
日
日
幽

4
時

i

ビ
l
ズ
、
ワ
イ
ヤ
ー
持
参

〔
ぬ
り
絵
会
〕

-
笑
っ
て
ジ
グ
ソ
ー
、
殺
し
て
パ
ズ
ル

平

石

貴

樹

富
豪
オ
キ
ツ
家
に
起
る
連
続
殺
人
。

現
場
に
は
必
ず
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
が

ば
ら
ま
か
れ
て
い
た
:
・
。
女
探
偵
ニ
ツ

キ
の
鮮
や
か
な
登
場
で
す
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

ま
て
で
す
。

講
座
開
設
の
お
し
ら
せ

*
川
柳
教
室

と

き

叩

月

凶

日

ω

兼
題
「
足
立
国
」「
雑
詠
」

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

・
投
句
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
ハ
ガ

キ
、
電
話
で
ど
う
ぞ
。

-R古典
に
親
し
む
会

と

き

叩

月

凶

日

嗣

テ
l
マ
今
昔
物
語

い
ず
れ
も

じ
か
ん

午
後
1
時
却
分
か
ら

3
時
初
分

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ロ
日
幽

・
初
日
幽

4
時
i

〔
館
内
や
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
〕

凶

日

制

叩

時
i

費
用
は

m円
で
、
お
皿
、
著
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、

9
日
ま
で
で
、
定
員
は
印
人
で
す
。

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
オ
セ
ロ
大
会
〕

幻
日
同

2
時
1

申
し
込
み
〆
切
り
は
日
日
幽

どか
うな青
す成少
れ長年
ぱはの
非下非
行市行
を民は
なみ年
〈ん々
すな増
るの加
ニ願し
といて
カぜてー L、
ですま

000【き 。す
害青しよ加地 地るも
図少よそし域域 かう次
書年うのまの で考一代
青自 に 。子し行 はえ度を
少 販と でよ事 】て、担
喜機つ もうに み家う
をて 愛 。は ま庭育
成 追有の ー しで少
魚 放害一人 よ、年
津 しな 声 で う地の
市 ま図 を も 。域す
民 し書か多 でー
会 手 ・ け く 、や

議 九有ま 参

〔
し
お
り
作
り
〕

マ
毎
週
の
行
事

{
家
庭
で
は
}

O
親
が
ま
ず
よ
い
手
本
を
示
し
ま
し
ょ

、っ
。

O
子
ど
も
の
「
し
つ
け
」
を
し
っ
か
り

や
り
ま
し
ょ
う
。

・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
子
供
に
ノ

・
物
を
大
切
に
、
が
ま
ん
す
る
子
供

守
」

'F

お
日
目

土 木 水 火 曜

絵折 子、教室口l 卓 幼

パり q=r 

3ノ蓋替
第(ラ

球
児

二第

子E2 
ク 事
教

思11:ノa フ 名

)り ) 男ト 室 プ

時3 上( 時4 4 時10 ~4 時 時

2以 1 30 分 問
」

毎
月
第

3
日
曜
日
は
家
庭
の
日

家
族
み
ん
な
で
力
を
だ
し
あ
お
う

可

1
1
1
1
1
2
1
1
lail-IJ

一
第
お
回
魚
津
市
婦
人
一

一
意
見
発
表
大
会
開
催
一

一
市
連
婦
で
は
、
第
お
回
魚
津
市
婦
一

一
人
意
見
発
表
大
会
を
次
の
と
お
り
開
一

一
催
し
ま
す
。

一

一
本
年
は

「
平
等
、
発
展
、
平
和
を
一

一
確
立
す
る
地
域
活
動
」
を
テ

l
マ
に
一

一
し
て
意
見
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
一

一
っ
て
い
ま
す
。

一

一
一
〉
日
時
叩
月
幻
日
同

一

一

午
後
1
時

よ

り

一

一
一
〉
会
場
魚
津
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
一

一
マ

主

催

魚

津

市

連

合

婦

人

会

一

一
マ
共
催
魚
津
市
教
育
委
員
会
一

r
i
-
-
n
u
l
l
i
-
-
la
-
-
L
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叩
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは ft22-2200 (内線231)

自|判官I~ I日|昔日目
(同|仕)I (同 I(日)I (団|附 I(同
桝|堀|船|深|寺|早|羽
崎|井|崎 I)11 I崎|川|回
医|医|医|病|医|病|医
院|院|院|院|院|院|院

広報うおづあなたと市政をむすぷ

だより(10周〉
自|副首 I2J I甘11JI ~日
日|出 I(日)I (日)I (同|附 I(日)
医加|医佐|医小|医野|医魚|医柚|医小
院藤|院渡|院森|院回|院津|院木|院杉
歯|歯|歯|歯|歯|歯|歯
科|科|科|科|科|科|科

新

金

屋
台

@
0
6
4
2

緑

町宮

@
4
5
7
8

上

口宮

@
3
6
1
9

鴨

川宮

@
5
7
8
0

本

町宮

@
3
9
1
2

吉

島宮

@
0
1
0
0

中
央
通
り

宮

@
0
3
9
9

午
乙

J
b
:
 

川
除
'!

F
D
 

い
後
、
午
は
ら
聞
か
時
時

国
昨
明

n
B

診
前

※
 

朝
日
町
荒
川

君
②

0
0
6
3

入
善
町
入
膳

宮

@
0
0
5
8

朝
日
町
泊

宮
②

0
4
6
8

入
善
町
入
膳

宮
⑫

0
2
6
2

上
市
町
新
野

宮
②

0
0
3
2

舟
橋
村
竹
ノ
内

宮
④

1
3
0
1

上
市
町
法
音
寺

宮
③

1
1
8
2

今
月
の
標
語

運
動
は
成
人
病
を
予
防
し

老
化
を
防
ぐ

体
力
づ
く
り
は

ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら

。。

内 容 対 象 と き と と ろ 備 考

3か月児健診 3か月児
10月11日附 13 :00-14:00 

10月25日同 13:00-14:00 

10月12日幽 9:00-10:00 魚津保健所
8か月児健診 8か月児

11月 2日樹 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 58年 3月生まれの幼児 10月18日附 13 :00-14:00 ーーーーーーー・ーーーー・ーーーーーーーーーーーーー」 麻種券しんを発(行はししかます)。の接

56.9.16-56.9.30生まれの幼児 10月 3日附 13 :00-14:00 

3歳児健診 56.10.1-56.10.15生まれの幼児 10月17日附 13:00-14:00 -------------------------ー『 尿の検査があります。
56.10.16-56.10.31生まれの幼児 11月 7日側 13:00-14:00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 10月19日幽 9:30-16:00 ---------------------------l 母参親く学だ級さはい昼。食をご持
<Aコース〉

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 10月26日幽 9:00-12:00 ---------------ー-----------l予約制

心の健康相談 一 般市民 10月16日ω 13:30-15:00 一一・ーーーーーーーーー・ー・ーーーーー・ー---l老人ポケの相談も受けます。
10月 2日ω 13 :00-15 :00 西布施公民館

健 康 相 談 一般市民
10月 9日(刈 10:00-15: 30 百 楽 荘

10月25日附 13 :00-15 :00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

10月29日明) 13 :00-15 :00 黒沢公民館

10月 3日附 9:00-12:00 みますんそき什の朝塩の分み制そ定持什事をを空し〈
成人病教室 高血圧者及びその家族 魚津保健所 ぴに 200c.cご11月 7日制 9:00-12:00 犬~~I，、。

漁家栄養学級 10月23日ωd 13:00-16:00 漁協会館

機 首E 言11 練 10月4日付9 10:00-15 :00 医師の診法1士察3:のは00訓4~練日15 』
脳卒中後遺症のある人 百 楽 荘

:00 
〈リハビリテーション〉 10月18日附 10:00-15 :00 理学療 ま

10: 00-11 : 30 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 -体操の出来る服装で

健 康 体 操 一 般市民
毎週水曜日 10:00-11: 30 相ノ木公民館 おいでください。

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館 -日を定めて健康相談

毎週月・木曜日 9:30-11:00 経団公民館 をしています。

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

10月 1日開) 9:00-10:00 経団公民館

胃がん検診 一般市民
10月17日制 9:00-10:00 道下小学校 料金 40-69歳 500円
11月 1日射 9:00-10:00 上野方公民館

11月 9日働 9:00-10:00 片貝公民館 70歳以上

10月 3日制 13:00-14:00 経団公民館

10月15日開) 13:00-14:00 道下公民館

子宮がん検診 一 般市民 10月23日似d 13:00-14:00 道下公民館 料金 30-69歳 400円

11月 6日ω 13:00-14:00 片貝公民館 70歳以上・・・無料

11月8日附 13:00-14:00 上野方公民館

10月 3日附 13:00-14:00 経団公民館

乳 房 検 診 一般市民 10月15日開) 13:00-14:00 道下公民館 料金一一一一一一1，100円

10月23日ω 13:00-14:00 道下公民館
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内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
10月 3日付。 9:30-15:00 大町公民館 -結核検診は胸部レント

10月 5日陰j 9:30-15:00 大町公民館(漁家総合検診) ゲンの検査です。

10月 9日ω 9:30-11:00 石垣新会館 -受診察は必ず持参のこ
と。

10月 9日似d 13: 15-15 :00 農協下野方支所 -成人病検診は40-64歳
10月12日佳j 9:30-11:00 印田公民館 までの方が対象です。

10月12日働 13: 15 -15 : 00 仏国会館
-受付は13.15-14.45ま
でです。

10月17日附 9:30-11:00 小川田住宅集会場 -健康手帳を持っている

10月17日附 13: 15-15 :00 青 島 3区公民館 方はご持参ください。

10月19日幽 9:30-10:00 片貝公民館 結核検診の総ぎらい

結 核 検 診 10月19日幽 10 : 20 -II : 30 加積公民館 " 
10月19日偉う 13: 15-14: 30 石垣公民館

と 一般市民
10月23日りd 9:30-10:00 上中島公民館 結核検診の総ぎらえ

10月23日ωd 10 : 20 -II : 30 下中島公民館 " 
10月23日似d 13: 15 -15 : 00 大海寺新公民館

成人病検診 10月24日付。 9:30-11:30 道下公民館

⑧ 10月24日付。 17 :00-19: 30 魚津市役所 結核検診の総ぎらえ

10月26日佳j 9:30-10:00 西布施公民館 " 
10月26日佳j 10 : 20 -II : 30 天神公民館 " 
10月26日佳j 13: 15 -15: 00 大海寺野公民館

10月30日ωd 9:30-10:00 大町公民館 結核検診の総ぎらえ

10月30日t刈 10 : 20 -II : 30 村木小学校 " 
10月30日ω 13: 15-15 :00 上野方公民館
10月31日制 9:30-11:30 魚津保健所

⑧ 10月31日附 17 :00-19:30 魚津保健所

。 胃 ・子宮 ・乳房検診希望者は実施日 10日前まで、市・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切
ります。

-第1期=3回接種 13: 30-14:00 市民会館

盲目せき 9月実施日現在2歳児 該当地区 -体温は自宅で計っ

で、 9月に 1回接種ず
村木・大町・本江・

てきてください。

ジフテリア みの幼児。
10月16日ωd 住吉・上野方・上中

-母子健康手帳・印

-第2期=1回のみ接種 島 かんを持参くださ
破 傷 風 第1期を 2回-3回接 し、。

〈三種混合〉
種終了児で、最終接種 道下 ・加積 ・経団 ・

※接種できない禁忌
日後1年を経過してい 10月24日制 片貝 ・西布施 ・天神

予 る3歳児。 松倉 事項

13 : 30 -14: 00 市民会館
1.発熱・下痢、ま

該当地区
たは心臓・じん臓・

肝臓疾患などのた

村木・大町 ・本江 ・ めに治療している
10月17日付。 住吉・上野方・上中 者。

防 ポ リ オ
生後3か月から18か

島 2. 鶏卵・鶏肉をた

月の間に 2回実施
道下 ・加積・経団・ べて発しんがでた

生ワクチン 10月19日幽 片貝 ・西布施 ・天神 り、下痢をしたこ

松倉 とのある者。

3. 接種前 1年以内

接 10月30日伏)
受けなかった全地区

に、けいれんの症
の方 状を起こしたこと |

13: 30-14: 00 のある者。
.3歳-5歳児で施設等
へ入っていない幼児。 第 1回接種 第 2回接種

4.過去において、

.15歳以上・高校 ・一般 10月15日明) 11月 6日ω 坪野小学校 この予防接種によ

種 (なお、この注射は 1 10月16日ω 11月12日明) 西布施小学校 り副反応を起こし

インフル -4週間の間隅で2回 10月24日制 11月14日附 上中島小学校
たことのある者。

接種。それぞれ該当地
10月29日明) II月22日附 松倉小学校

5. その他、接種を
区の小学校で受けてく 行うことが不適当

エンザ ださい。) 10月31日付。 II月27日ω 住吉小学校
と認められた者は、

-接種料金 11月 1日射 11月29日附 片貝小学校 接種できませんの
3歳-15歳未満児無料 11月 5日開) 11月27日ω 上野方小学校 で、ご注意くださ
15歳以上・ 高校・一般 11月 9日幽 12月 5日制 本江小学校
は1回につき 400円。

し、。

。1)
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-
新
川
地
区
救
急
医
療
体
制

-
第
一
次
救
急
医
療

休
日
・
夜
間
の
救
急
患
者
の
初
期
的

診
療
は

0
新
川
地
区
休
日
夜
間
急
患
医
療
セ
ン

タ
1
・
所
在
地

黒
部
市
三
日
市
一
五
二

三
の
八
(
黒
部
警
察
署

向
側
)
宮
@
0
7
3
1

宮

@
0
7
3
2

日
曜
日
・
祝
日
・
お
盆
・

年
末
年
始

・
診
療
時
間
午
後
7
時
1
日
時

・
診
療
科
目
内
科
・
小
児
科
・
外
科

o医
師
会
の
休
日
診
療
医

・
診
療
時
間
午
前
9
時
i
午
後
5
時

-
診
療
日

犬の予防注射のお知らせ
生後90日以上の犬は、毎年 1回市役所に登録申請し、

鑑札を受け、春と秋の 2回、狂犬病の予防注射を受ける

ことになっています。

秋の予防注射は、次の日程で行いますから、最寄りの

会場で受けてください。なお登録の受付も同時に行います。

・注射料一一一一一一一一一一一一一一1，240円

.注射済交付手数料一一一一一一一一一一一一360円

計 1，600円

.登録手数料一一一一一一一一一一一一一一一一2，100円

日程 -
第
二
次
救
急
医
療

o
病
院
群
輪
番
制
実
施
病
院
|
|
新
川

地
区
の
三
公
的
病
院

・
診
療
日
休
日
の
畳
間
・
土
曜
日

の
畳
間
・
年
末
年
始
の

昼
間
・
毎
夜
間

※
間
合
わ
せ
先

消
防
署
・
市
役
所
生
活
環
境
課

-
リ
ウ
マ
チ
療
養
相
談
会
と

看
護
用
品
・
自
助
具
の
展
示
会

リ
ウ
マ
チ
や
障
害
者
の
人
達
が
日
常

生
活
の
工
夫
に
よ
り
、
少
し
で
も
満
足

で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
展
示
会

を
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
叩
月
初
日
幽

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

百
楽
荘

「
リ
ウ
マ
チ
療
養
相
談
会
」

富
山
労
災
病
院
整
形
外
科

田
島
剛
一
先
生

家
庭
で
利
用
で
き
る
看
護
用

品
お
よ
び
自
助
具

マ
場
所

マ
内
容

マ
展
示

月日 曜日 時 間 実 施 場 所

10. 1 月 9: 00-9: 30 西布施連絡所(公民館)

10:00-10:30 天神公民館

11 : 00 -11 : 30 片貝連絡所(公民館)

12: 30-14: 00 大町公民館

10. 2 火 9: 00-10: 00 魚津農協上野方支所

10 : 30 -11 : 30 下中島公民館

12:30-14:30 村木小学校

10. 3 水 9: 00-9: 30 上中島連絡所(公民館)

10 : 00 -10 : 30 魚津市生活改善センター(松倉)

11 : 00 -11 : 30 北山鉱泉

10. 4 木 9: 00-9: 30 石垣公民館

10:00-11:00 加積公民館

11 : 30-12: 00 江口・江幡三治宅

10. 6 土 9: 00-10 :00 青島ニ区公民館

10: 30-12: 00 経団公民館

13 : 30 -15 : 00 魚津保健所

10. 7 日 9: 00-12: 00 魚津市役所

10.21 日 9: 00-12: 00 魚津市役所

(12) 

-
口
座
振
替
の
お
勧
め

水
道
料
金
の
便
利
な
支
払
方
法
と
し

て
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
い

で
き
る
口
座
振
替
制
度
か
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
の
利
用
で
き
る
金
融
機
関
と
し

て
、
従
来
か
ら
の
各
銀
行
・
信
用
金
庫
・

農
協
・
労
働
金
庫
の
ほ
か
に
、
日
月
1

日
か
ら
経
団
漁
業
協
同
組
合
が
追
加
指

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
手
続
き
と
し
て
、
預
金

し
て
い
る
金
融
機
関
で
通
帳
の
届
印
を

持
参
し
、
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
な
事
項
を
記

載
し
提
出
く
だ
さ
る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

-
給
水
工
事
は
指
定
庖
で

給
水
装
置
の
新
設
・
改
良
・
修
理
は
、

直
接
水
道
局
に
申
し
出
ら
れ
る
か
、
給

水
工
事
指
定
庖
を
通
じ
て
申
し
込
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は
、

次
の
業
者
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
松
原
工
務
庖
J
a
i
l
-
-
-
本
江
新
町

電
話

@
0
9
0
8

・
畠
山
工
業
側
l
i
l
i
-
-
吉

島

電
話
②

5
3
3
0

・
陶
三
共
設
備
・l
i
l
i
-
-
北
鬼
江

電
話

@
1
3
5
0

・
北
陸
水
道
工
業
側
l
l
・
-
横
枕

電
話

@
1
3
5
3

・
石
原
設
備
工
業
所
:

:
本

江

電
話
⑫

2
9
2
4

-
ユ
ウ
ホ
l
設
備
側
l
l
・
-
釈
迦
堂

電
話

@
5
7
1
1

・
高
松
工
業
・
l
i
l
-
-
:
上
口
二
丁
目

電
話
②

0
5
4
5

・
鮒
水
環
境
セ
ン
タ
ー
:
高

畠

電
話
⑧

7
7
1
1

・

菅

沼

組
1
1
1
1
1
1
村
木
町

電
話
②

0
4
5
3

・
士
枝
管
工
事
工
業
所
!
文
化
町

電
話

@
5
8
3
5

・
中
谷
配
管
工
業
l
i
l
-
-
吉
島
二
丁
目

電
話
②

3
6
9
8

・
ダ
イ
シ
ン
産
業
側
l
l
・
-
釈
迦
堂

電
話

@
5
6
1
1

・

三

水

l
i
l
i
-
-
大
光
寺

電
話

@
6
2
6
8

・
宝
田
配
管
所
・
l
i
l
-
-
-
印

田

電
話
②

2
6
8
7

・
後
藤
配
管
所
l
i
l
i
-
-
浜
経
団

電
話

@
6
8
0
7

・
山
沢
配
管
工
業
・
l
i
-
-
-
上
村
木

電
話

@
6
1
3
3

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

市
推
せ
ん
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
9
月
1
日
、
法
務
大
臣
か
ら
、
次

の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

・
大
森
俊
夫
氏
新
金
屋
1
丁
目
2
番
お
号

一
・
奥
村
信
子
氏

一

新

角

川

2
丁
目
7
番
7
号
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ー

心
身
障
害
者

雇
用
奨
励
金

1

こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
を
図
る
た
め
、
心
身
障
害
者
を

雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
て
雇
用
奨

励
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

O
交
付
対
象
者

心
身
障
害
者
が
そ
の
能
力
に
適
合
す

る
職
業
に
就
く
こ
と
を
促
進
し
、
そ
の

職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
心
身
障
害
者

を
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
す
る
事
業

主
で
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の

o奨
励
金

奨
励
金
の
額
は
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
心
身
障
害
者
一
人
に
つ
き
月
額
2

0
0
0
円

O
交
付
期
間

心
身
障
害
者
を
雇
い
入
れ
た
月
の
翌

月
か
ら
M
か
月

く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
中
小
企
業

優
良
モ
デ
ル
工
場

の
募
集
に
つ
い
て

市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
効
果

的
に
促
進
す
る
た
め
、
経
営
の
合
理
化
、

近
代
化
に
著
し
く
効
果
を
あ
げ
た
中
小

企
業
者
又
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
を
、
優
良
モ
デ
ル
工
場

と
し
て
指
定
い
た
し
ま
す
の
で
次
に
よ

り
募
集
を
行
い
ま
す
。

O
指
定
の
対
象

モ
デ
ル
工
場
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
は
、
引
き
続
き
3
年
以

上
本
市
の
区
域
内
に
主
た
る
工
場
を
有

し
、
か
つ
製
造
業
を
営
ん
で
経
営
の
合

理
化
、
近
代
化
に
著
し
く
効
果
を
あ
げ

た
中
小
企
業
者
又
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
小
企
業
者
。

O
指
定
の
限
度

モ
デ
ル
工
場
の
指
定
は
、
毎
年
度
2

工
場
を
限
度
と
し
て
行
い
ま
す
。

O
指
定
期
間

モ
デ
ル
工
場
指
定
の
期
間
は
、

2
年

間
で
す
。

o
申
請
モ
デ
ル
工
場
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
モ
デ
ル
工
場
指
定
申
請
書

に
次
の
書
類
を
添
え
て
市
長
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ω定
款
又
は
規
約

ω役
員
名
簿

ω申
請
年
度
前
3
期
分
の
決
算
報
告

際番理号 募集積極 年令 性別 質 金 地区 人員 資そ格の経験他

l 成 型工 18-40 男 9.55-13.55 ア同7 横 枕 5 不(2交管制問) 

2 機工械・工I存按・製工部 18-40 男 10-18 道坂 3 曜経ま験者{妥i免a 

3 運転手 18-30 男 13-15 相木 2 普 免

4 営業員 25-40 男 20 -25 上村木 l 普 免

5 税コン務サ.ル総タ〆理ト 18-30 男 11-26 釈迦堂 2 簿算3記級l級、千年、珠免

6 成(締烈iJl力工) 35-50 女 10-17.5 三ケ 2 不 問

7 調理員 55-60 女 8.95 大光寺 1 6で0年臨時3月ま

8 成 型工 18-45 女 8.75 機枕 10 送迎パス有

9 販売買 20-35 女 10 -13 新宿 3 普 免

10 電製子回路造 18-45 女 8.468-8.768 滑川市大矧 9 不 問

く求人情報〉早急に人を求めています.グ

書
の
写
し

削
市
税
納
税
証
明
書

閉
そ
の
他

O
募
集
期
間

叩
月
日
日
聞
か
ら
叩
月
白
日
側
ま
で

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
観
光
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

品

質

管

理

「
入
門
コ

l
ス」

講

座

案

内

初
め
て
品
質
管
理
を
導
入
推
進
さ
れ

る
企
業
の
皆
さ
ん
に
、
品
質
管
理
の
考

え
方
、

Q
C
手
法
及
び
Q
C
サ
ー
ク
ル

活
動
の
基
礎
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
す
る
入
門
講
座
で
す
。

マ
日

時

叩

月

日

日

ω

日
月
口
日
附

務番理号 希望職種 年令 性別l官f官t1宝金l 経験等 学歴 資 格

1 運転手 46 男 18 逆転手11年 中卒 大特 ・大型

2 運転手 27 男 15 ノlマチ年ンコl苫貝 中卒 普免

3 事務管理 55 男 15 営33農年指持管理 高卒 普免

4 土木技術者 24 男 15 土木職員 4王手 学各校締卒 管2理級技土木師施大工引

5 工生 場産工内 48 男 20 運転手16年 中卒 危大険咋!物2傾第二 重Ji

6 事務員 26 女 9-10 事務3年 短大卒 珠普算免3級

7 事務員 26 女 10 事務 2年 大卒 簿英検記22級級、普空出

8 単労工 22 女 8-9 販売4年 高卒 普免

9 事務員 22 女 8-9 事務 3年 高卒 nカiナ1):タ1イ級プ、簿3級記幹3級免

10 経理事務員 26 女 9 事務3年 短大卒 妹普鈎免1: 3級

く求職情報〉緊急に職を探しています.グ

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

〈宮 24-0365>へお問い合わせくださし、。

マ
場
所
午
魚後
津 5 10 10 10 
地時月月月
域 3023 22 18 
職分日日日
業 I(刈伺)附
訓 8
練時
セ 30
ン分
タ

側
不
二
越

T
Q
C推
進
室

次

長

板

正

二

氏

く
わ
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
告
@
9
5
7
9

マ
講
師

ソ
コ
ン
教
室

案

内

マ
日
程
叩
月
凶
日

ω
i
m月
M
日
附

6
日
間
(
初
日

-n日
は
休
講
)

マ
講
習
時
間
午
後
5
時
初
分

1
8
時

初
分

マ
会

場

魚

津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

(魚
津
市
川
縁
=
二
の
ご

マ
講
習
内
容

日
日
H

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知

識
・ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
実
習

口
日

1
財
務
会
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

習

時
日

・
日
日

I
汎
用
ソ
フ
ト

P
A
S

T
E
L
初
級

お
日

・
μ
日

1
汎
用
ソ
フ
ト

P
A
S

T
E
L
中
級

マ
受
講
料

一
名
一

万
円
(6
日
間
)

(
但
し
、
一
日

・
二
千
円
)

マ
申
込
み

・
お
問
合
せ
は

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

宮

0
7
6
4
@
9
5
7
9

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
午
後
1
時

1
9
時

(日
曜
日
は
休
館
で
す
)

。
ノ、

(13) 
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-m月市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

S事定摘会tIl市合民唱団 魚掃第1国0 を '前塞e聾離盟大学回腕宮訓山業 会 宇桂音曜中 魚津ィ市ー、 会 怠表大見発 踊魚揮市人

ゴ"i'策カ
会 4舞大川抗iilj流措P今2第4 )り (芝居安慰芸能 老入ク

刷珪表全 t世E高拶也t2斬第j回l9 l 

会ピ
f桜

3島l1 レツ
ア

‘ソ/'¥ ノ 物

ツ 座ム，、，、白 おそ 柄原図L 1 踊と ブラ 表発 名

30 PM 27 30 PM 26 I PM 23 I PM 21 I PM 15 I AM 14 30 AM 12 I AM (祭)10 I PM 7 と
分時6 日 分時4 日 1 日

時1(l日1) l時6(j日j) 時9(l日1) 
分 9 日

時9 休日j H1寺(1日1) きi 臼才 i 七?J:l 時(刈 1時制

無 無 無 無

喜円券当日包1五円前売券人とも小大人ー

無

五O白場券入 。白二理券態
無 入

来十 挙十 来十 料 来十 来十
場
料

会唱田 魚樟市民 行垂貝会学需主回訓融拒大職業禽山 会控芋長中 小魚樟市 合捕会人 魚樟市進
会座友パ魚津カ

樟支部詩舞道魚世流安川Ij融部支商流山県詩神時凪 井貨筒耳を 協輔会劇研椀究桂等学高 新地川区

会あ 主

すな H主

σコッ ろ 者

-H月市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

会ピ

事事曲稲会1 
ア
ノ

表発

差lm待1( 4 口日)
I PM(祭)3 
6 日
時 ω

無 無

来十 来十

恵 吉d食』jI、l 
萩

。コ
~ 、

-
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
禁
漁

県
内
全
河
川
の
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
の

拘
議
は
、
日
月
1
日
か
ら
翌
年
2
月
末

日
ま
で
全
面
禁
漁
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-
産
卵
あ
ゅ
の
禁
漁

ぁ
ゅ
は
、
叩
月
に
入
る
と
産
卵
期
に

な
り
ま
す
。
来
年
の
豊
漁
を
期
待
し
、

次
の
禁
漁
期
間
、
区
域
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
マ
9
月
初
日
か
ら
叩
月
白
日
ま
で
採
捕

し
て
は
な
ら
な
い
区
域
は

・
角
川
H
北
陸
本
線
鉄
橋
か
ら
上
流

仰
メ
ー
ト
ル
の
区
域

-
片
目
ハ
川

・
布
施
川
H
地
鉄
本
線
鉄

橋
か
ら
下
流
制
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

区
域

マ
日
月
1
日
か
ら
叩
月
7
日
ま
で
は
、

ど
の
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ゆ
そ

の
も
の
の
採
捕
を
禁
止
し
て
い
ま
す

納税刻イド

昭和59年度
市民税・県民税

第2期の納期限は
10月31日です。

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
あ
ゅ
の
採
捕
許
可
期
間
は
、

6
月
羽
田
か
ら
日
月
末
日
ま
で
で
、
そ

れ
以
外
と
前
記
の
産
卵
期
は
禁
漁
と
な

り
ま
す
。

-
人
工
虹
門
・
人
工
勝
脱
造

設
者
等
の
身
体
障
害
者
と

し
て
の
認
定
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
人
工
旺
門
・
人
工
勝
脱
造
設
者

等
の
方
々
も
身
体
障
害
者
と
し
て
新
た

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
市
社
会
福
祉

課
ま
で
手
続
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

マ
法
施
行
日
昭
和
日
年
刊
月
1
日

な
お
、
詳
細
な
こ
と
は
、
市
社
会
福

祉
課
(
宮
②

2
2
0
0
内
線

2
2
0
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
第

4
回
魚
津
市

心
身
障
害
者
運
動
会

心
身
障
害
者
運
動
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

マ

と

き

叩
月
比
日
制

午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時

ま
で
魚
津
市
総
合
体
育
館

市
内
在
住
の
心
身
障
害
者

魚
津
市
身
体
障
害
者
連
合
会

魚
津
市

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日

必
ず
ズ
ッ
ク
を
は
い
て
き

て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
課

(宮
②

2

2
0
0
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

マ
と
こ
ろ

マ
対
霊
台

マ
主

催

マ

共

催

マ
そ
の
他

-
道
路
標
識
週
間
に
つ
い
て

叩
月
1
日
開
1
6
日
出
ま
で
の
一
週

間
は
、
道
路
標
識
週
間
で
す
。

日
ご
ろ
、
多
く
の
道
路
標
識
を
み
か

け
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
に
道

路
交
通
を
安
全
に
、
円
滑
に
す
る
た
め

の
情
報
を
伝
え
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
標
識
の
情
報

を
い
か
し
て
、
正
し
い
道
路
の
利
用
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
道
路
標
識
週
間
を
機
会
に
、
道

路
標
識
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

-
鴨
川
排
水
路
の

減
水
の
お
知
ら
せ

9
月
初
日
か
ら
明
年
3
月
刊
日
ま
で

相
ノ
木
i
本
江
地
内
で
、
富
山
県

(魚

津
農
地
林
務
事
務
所

宮
@
5
3
1
1

附
)
が
鴨
川
排
水
路
改
修
工
事
を
行
う

た
め
、
鴨
川
の
水
量
が
低
下
し
ま
す
。

長
期
間
の
減
水
に
な
り
ま
す
が
、
関
係

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

(14) 

し
尿
く
み
取
り
に

つ
い
て
の
お
願
い

申
し
込
み
は
早
め
に

便
槽
の
大
き
い
と
こ
ろ
は

叩
月
、
日
月
に
申
し
込
み
を

し
尿
の
く
み
取
り
業
務
に
つ
い
て
、
ト

み
な
さ
ん
に
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
F

い
て
い
ま
す
。
本
年
も
年
末
に
お
け
-

る
し
尿
く
み
取
り
業
務
は
、
小
型
便
叫

槽
を
主
と
し
て
収
集
す
る
こ
と
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
大
型
便
槽

の
世
帯
、
あ
る
い
は
事
業
所
等
は
早

目
に
く
み
取
り
申
し
込
み
を
し
、
遅

く
と
も
日
月
中
に
完
了
す
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ロ
月
に
入
っ
て
か
ら
申
込
ま
れ
ま

し
て
も
中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
投

入
割
当
量

(
1
日
当
り
5
7、
6
0
0

4
、
一
般
{
丞
胞
の
約
別
世
帯
分
)
の

関
連
か
ら
便
槽
に
余
裕
の
あ
る
世
帯

と
も
ど
も
に
、
1
月
に
収
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
知
く
だ
さ
い
。

r一一一一一一一一一一一一一一一句lマ マ おと間日 l 
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-
昭
和
印
年
版
富
山
県
民
手

帳
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

「

ω年
版
県
民
手
帳
」
が
す
っ
か
り
新

し
く
な
り
発
刊
さ
れ
ま
す
。
文
字
が
大

き
く
、
見
や
す
く
日
記
編
と
資
料
編
が

二
分
冊
に
、
表
紙
は
、
お
ち
つ
い
た
マ

リ
ン
ブ
ル
!
と
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
二
種

類
が
あ
り
、
お
好
き
な
色
が
選
べ
ま
す
。

マ
申
し
込
み
市
役
所
総
務
課
行
政
係

宮
②
2
2
0
0
内
線

2
5
8

マ
申
込
締
切
日
叩
月
白
日
附

マ
頒
布
価
格
一
冊
三
七

O
円

マ
配
布
予
定
ロ
月
中
旬

マ
手
帳
の
大
き
さ
縦
比
・5
m

横

8
m

-
第
羽
田
勤
美
展

富
山
県
勤
労
者
美
術
展
開
催
及
び
出

品
案
内魚芳希O'e然魚族紹介側

なじめ

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

日
月
2
日
幽
1
4
日
制

富
山
県
民
会
館地
下
展
示
場

マ
出
品
で
き
る
者

県
内
の
会
社
・
工
場
・事
業
所
(
官

公
庁
・学
校
を
含
む
)
・
商
庖
な
ど
に

勤
務
す
る
勤
労
者
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方
に
限
り
ま
す
。

マ
出
品
の
制
限

最
近
制
作
し
た
未
発
表
の
も
の
で

一
人
1
部
門
1
点
で
す
。

マ
部
門
及
び
規
格

・
第
1
部

日

本

画

・
第
2
部

洋

画

・
第
3
部

書

-
第
4
部

写

真

・
第
5
部

工

芸

・
彫
塑

各
部
門
ご
と
に
規
格
寸
法
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

富
山
県
商
工
労
働
部
労
政
課

(宮
富
山

夏に磯で涼ぐとメジナの群れに出合う。臆病で

警戒l山ガ強く、人ガ近づくと群れはだちまち岩影

にかくれてしまう。雑食l性で腸ガ長く、夏は工ピ、

力こなどの動物性の簡を好むガ、冬には海藻を主

食とする。体長50cmlこ達し、魚津では戸オと呼ば
れ、クロダイ釣りの外道としてかかるが、夏には

磯臭くて嫌われる。しかし、新鮮なうちに内臓を

取り除けば、臭みは残らず、塩焼きにすると案外

おいしい魚である。

@

4
1
1
1
内
線

5
2
2
)
ま
で

-
自
衛
官
募
集

マ
募
集
人
員

。
一
般
(
四
歳
以
上
お
歳
未
満
の

者
)

・
2
等
陸
土
日
名

・
2
等
海
士

1
名

o高
校
生
(
昭
和
印
年
3
月
卒
業
見

込
み
の
者
、
採
用
は

ω年

3
月
以
降
)

-
男

子

2
等
陸
海
空
士
約
別
名

・
女

子

2
等
陸
海
空
士
若
干
名

マ

受

付

0

一

般

O
高
校
生

昭
和
白
年
刊
月
1
日
か

ら
日
月
下
旬
ま
で

昭
和
日
年
叩
月
1
日
か

ら
昭
和

ω年
3
月
下
旬

ま
で

マ

待

遇

。
特
別
職
国
家
公
務
員

0
初
任
給
九
八
、

0
0
0円

O
衣
・食
・住
無
料
支
給
、
又
は
貸
与

O
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回

(ω
か
月
分
)

O
各
種
国
家
免
許
と
る
機
会
あ
り

O
除
隊
後
の
就
職
は
援
護
し
ま
す
。

O
通
学
(
大
学
2
部
等
)
又
は
通
信

教
育
を
受
け
る
機
会
あ
り

自衛官各種学生募集

・資格並びに受付及び試験日

~ 資 格 戸J丸:1， イ寸 試験 日

防衛大学校 高未卒歳 (見込) 10月 1日から 1次 11月 3. 4日

学生
21 

10月27日まで 2次 12月4-7日;満の男子

防衛医科 |次 11月10・11日

大学校学生
11 H 

2次 12月13-15日

中未卒員長 (見込)
11月 l日から 1次 601手1月8日

自衛隊生徒 17 60年
2次 l月21-23日満の男子 l月5日まで

詳
し
い
お
間
合
わ
せ
、
ご
相
談
は

魚
津
募
集
事
務
所

宮

@
1
0
3
6
番
へ

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称略〉

東城建設側吉田甚蔵東城 200，000円

金谷清次大海寺新 30，000円
三 田ミドリ 本町一丁目 9，800円

広田かをる 吉島二丁目 20，000円

下中島こでまりグループ 10，000円

水野庄太郎本町一丁目 100，000円

木下義勝木下新 50，000円

盛永五作大海寺新 300，000円
二川太平吉野 30，000円

経団老人民謡クラブ有志 5，000円

米国文子中央通り二丁目 250，000円

沢田哲夫横枕 .10，000円

杉本信子東町 785円

川原田義太郎文化町 30，000円

山北清太郎出 3O，000円

地方 2区青年会会長山崎智信 6，308円

轡田晃山新金屋一丁目 30，000円

山根文治鉢 100，000円

魚津電報電話局電話運用局交換手一同 21，438円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙
面の都合で一部次の号以降になります。

すましu 

行室すかをまら
プ前でサラザでン
向午前1時午後日0 

安のせお勺日

-
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
講
習
会

基
礎
コ
l
ス
(
N
C
プ
ロ
グ
ラ
ミ
お
恥
作
)

マ

日

時

日
月
9
日

ωj初
日
幽

午
後
5
時
必
分
1
8
時
代
目
分

(
9
・
1
・
U
・日

-m
-日

n・
お
・
お
・
初
日
)
叩
日
間

マ
場
所
黒
部
高
等
技
能
学
校

黒
部
市
荻
生
3
2
0
0

マ
対
象
者
機
械
工
一
般
及
び
N
C機

械
に
関
心
の
あ
る
方

マ

定

員

同

名

マ
受
講
料
四
、
0
0
0円

詳
し
い
内
容
及
び
受
講
申
込
み
は
、

黒
部
高
等
技
能
学
校
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い。

宮
@
0
2
5
1

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
叩
月
〉

実
施
地
区
:
・
魚
津
地
区
(
新
角
川
一

、

二
丁
目
、
金
浦
町
、
並
木
町
、
鴨
川
)

県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ

ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

『
ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク
』
に
つ
い
て

懐
し
の
ラ
ム
ネ
玉
の
原
理
で
多
量
の

ガ
ス
が
流
れ
る
と
、
ガ
ス
圧
に
よ
っ
て

自
動
的
に
通
路
を
閉
じ
、
ガ
ス
流
出
を

防
ぐ
閉
止
弁
で
、
飲
食
庖
等
で
は
、
使

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

。。



昭和59年10月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

⑧
②
③
@
⑧
 

高槻電器工業地鎮祭
9月5日小川寺の現地で、 富山高槻電器工業の

地鎮祭が行われ、 1期工事がスタートしました。

操業開始は、松下電子工業と同じ来年 1月か

ら。

企結団のあいさつをする村井孝正団長(市企画広報室長)

海外研修結図式
9月22日から 6日間にわたり/<ンコク、シンカ。

ポールを訪問する魚津市青壮年海外研修団の結図

式は14日、大町公民館で団員21名が参加して行わ

れました。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー

富
山
県
大
会

第
日
田
中
部
日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ

リ
l
富
山
県
大
会
は
、

9
月
日
日
市
総

合
体
育
館
で
聞
か
れ
、
東
海
・
北
陸
7

県
か
ら
参
加
の
四
百
二
十
四
人
が
五
コ

ー
ス
に
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

企始球式(投)清河市長、(捕)河崎議長、

(打)山根市ソフ卜協会長

企総合体育館前を次々にスター卜する参加者

大町小学校に

夜間照明完成
大町小学校グラウンドに完成した夜間照明の

点灯式は、 9月3日夜行われ、テープカットの

後五基の照明が一斉にともされました。

‘F見
事
な
作
品
が
並
ぶ
展
示
場

老
人
趣
味
の
作
品
展

8
月
お
日
か
ら
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
聞
か

れ
た
、
老
人
趣
味
の
作
品
展
に
は
、
手

芸
、
焼
物
、

書
、
絵
画
な
ど
、

百
五
十

七
点
が
展
示
さ
れ
た
。

秋
、
食
べ
物
が
お
い
し
く

な
る
時
期
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

長
生
き
の
秘
訣
は

『運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
』

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
全
国
に
住
む

百
歳
以
上
の
人
全
員
を
対
象
と
し
た
調

査、

『長
寿
者
保
健
栄
養
調
査
』
の
結
果

か
ら
も
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
長
寿
者
が
好
き
な
食
べ
物

の
順
位
は
、
一
位
が
、
野
菜
の
煮
物
、

二
位
刺
身
、
三
位
寿
司
、
四
位
煮
魚
、

五
位
酢
の
も
の
、
六
位
味
噌
汁
、
七
位

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
八
位
餅
、
九
位
め
ん

類
、
十
位
天
ぷ
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
然
な
運
動
、
心
や
体
を
休

ま
せ
る
ゆ
と
り
、
野
菜

・
魚

・
肉
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が

長
生
き
の
秘
訣
で
あ
る
よ
う
で
す
。

私
達
は
、
健
康
と
は
H

病
気
で
な
い
状

態
'
と
単
純
に
と
ら
え
て
、
そ
れ
に
満
足

す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
一
歩
進
め

て、

「体
を
常
に
ベ
ス
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
保
つ
」
と
い
う
、
積
極
的
な
健
康

づ
く
り
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

。。

編集予

印刷/魚津臼刷株式会社

E盟理圃司自
人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線

人 (前月対比)

24，045 (+ 8 ) 
26 ，053 (-11) 
50，098 (ー 3) 
13，395戸

200.75km' 
7.9km 

編集/企画広報室

(8月末現在)


